
 

平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 水資源工学 担当教員 柴田和昭（非常勤）・今井敬三（非常勤）・羽田野義勝（非常勤） 

学年学科 ５年 環境都市工学科 後期 選択 1 単位(学修)  

学習・教育目標 （Ｄ－３ エネルギー系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 

水資源に関する技術的問題は勿論の事、社会

的問題まで含めて現代の水資源開発事業の進

め方について講義を行ない、以下の目標を達成

する。 

① 技術的および社会的問題を含む水資源

開発事業の現状と理解 

② ダム，堰，取水・導水施設などの水資

源開発施設を見学することによる構造

物の理解 

③ 水資源開発施設の建設･管理における

環境問題への対応についての理解 

 

成績評価の方法： 

総得点 120 点＝課題・レポート 20 点＋ 期末試験 100 点 

総得点 120 点に対する得点率（％）で総合評価を行う 

課題・レポート、期末試験には教室外学修の内容が含まれる。 

達成度評価の基準： 

 国家公務員採用一般職試験（大卒程度）と同レベルの問題を試験
で出題し，6 割以上の正答レベルまで達していること。成績評価へ
の重みは均等である 

① 技術的および社会的問題を含む水資源開発事業の現状につい
てほぼ正確に(6 割以上)説明できる。 

② ダム，堰，取水・導水施設などの水資源開発施設構造物の構
造と役割についてほぼ正確に（6 割以上）説明できる。 

③ 水資源開発施設の建設･管理における環境問題への対応につ
いてほぼ正確に（6 割以上）説明できる。 

授業の進め方とアドバイス：とくに予習は必要ないが、つねに問題意識を持って授業に臨んでほしい。2 回程現場見
学を行う予定である。 

教科書および参考書：プリント使用 

授業概要と予定：後期 教室外学修 AL のレベル 

第 １回：水資源の現況（資源としての水，日本及び世界

の水資源の現況） 

水資源開発の現状，歴史および利用に
ついてまとめる。 

    

第 ２回：水資源の開発，調整（水資源開発の歴史，水資

源と水循環，水資源に関する現行諸制度） 
    

第 ３回：河川における水資源開発・利用（事業の進め方，
流水管理） 

    

第 ４回：ダム その１（ダムの技術の変遷，ダムの形式，
ダムの計画・調査） 

ダムの設計，施工，管理についてレポ
ートにまとめる。 

    

第 ５回：ダム その２（ダムの設計）     

第 ６回：ダム その３（ダムの施工・管理）  C  

第 ７回：取水・導水施設 その１（堰，水路等の設計） 

取水・導水施設の設計，施工，管理に
ついてレポートにまとめる。 

    

第 ８回：取水・導水施設 その２（堰，水路等の施工，
管理） 

    

第 ９回：取水・導水施設 その３（堰、水路等の改築）  Ｃ  

第１０回：河川における水資源開発と環境（貯水池及び河

川の水質問題，土砂の循環，生態系保全） 

水資源の環境問題について調べ，まと
める。 

    

第１１回：河川以外の水資源開発・利用 その１（地下水
利用，地下ダム，雨水の浸透） 

    

第１２回：河川以外の水資源開発・利用 その２（雨水，

雑用水の利用，海水淡水化） 
    

第１３回：今後の水資源開発・利用の動向（水資源開発の

コスト，再開発） 

今後の水資源開発・利用の動向につい
て調べる。 

    

第１４回：今後の水資源開発施設のあり方について ワークショップによる意見交換  A   

期末試験 

第１５回：期末試験の解答の解説など ―  

 



 

評価（ルーブリック） 
 

達成度 

評価項

目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

技術的および社会的問題を

含む水資源開発事業の現状

について正確に(８割以上)

説明できる。 

技術的および社会的問題を含

む水資源開発事業の現状につ

いてほぼ正確に(６割以上)説

明できる。 

技術的および社会的問題を含

む水資源開発事業の現状につ

いて説明できない。 

② 

ダム，堰，取水施設などの

水資源開発施設構造物の構

造と役割について正確に

（８割以上）説明できる。 

ダム，堰，取水施設などの水

資源開発施設構造物の構造と

役割についてほぼ正確に（６

割以上）説明できる。 

ダム，堰，取水施設などの水資

源開発施設構造物の構造と役

割について説明できない。 

③ 

水資源開発施設の建設･管

理における環境問題への対

応につい正確に（８割以上）

説明できる。 

水資源開発施設の建設･管理

における環境問題への対応に

ついてほぼ正確に（６割以上）

説明できる。 

水資源開発施設の建設･管理に

おける環境問題への対応につ

いて説明できない。 

 


